
5 4はなまき市議会だより 花の風　№84　令和７年８月１日 はなまき市議会だより 花の風　№84　令和７年８月１日

次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

議案審議議案審議

第
101
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
へ

の
功
労
に
対
し
、
藤
原
伸
議
長
を
は
じ
め

内
舘
桂
副
議
長
、
照
井
省
三
議
員
、
高
橋
修

議
員
が
在
職
10
年
以
上
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
写
真
右
か
ら
）

　
　
　
　
　
　
　

高
橋

修

議
員

　
　
　
　
　
　
　

照
井
省
三

議
員

　
　
　
　
　
　
　

内
舘

桂

副
議
長

　
　
　
　
　
　
　

藤
原

伸

議
長　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰

賛否が分かれた議案の審議結果

議案 44 花巻市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて

議案 62 令和７年度花巻市一般会計補正予算（第 2号）
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議案 44 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 承認
議案 62 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 可決

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。

花巻市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分

●質問･･･ 影響を受ける世帯数と影響額は。

答弁･･･ 課税限度額引上げ世帯数は123世帯、261万５千円。軽減措置拡充による影響世帯は136世帯、
264万１千円となる。

国民健康保険税の基礎課税額及び後期高齢者支援金等課税額に係る限度額と、低所得者に対する被
保険者均等割額及び世帯別平均割額の減額措置に係る算定金額を引き上げるもの。

質　疑

可決新市建設計画の変更

●質問･･･新市建設計画の主要事業601事業中、
102の未着手事業があるが、令和12年
度の新市建設計画期間終了後、未着手
事業について理由を付しての説明、公
表を考えているか。

答弁･･･ 特に合併特例債の利用状況や振り
返っての事業の結果について取りま
とめる必要があると認識している。

質　疑

　 合併特例債の発行期間が５年間延長されたことに伴い、公共施設整備などの財源として合併特例
債の発行を可能とするため、計画期間を令和 12 年度まで延長しようとするほか、事業の追加等の
変更を行おうとするもの。

承認

災害用トイレカーの取得

災害時においても衛生的に利用できる快適なトイレ環境の整備を通じ、健康で安心な避難所運営を
図ることを目的に本車両を３台導入しようとするもの。

質　疑

可決

【櫻井肇　議員】
高額所得の被保険者の賦課限度額を引き上げる内容だが、異常な物価高の中で必ずしも高額所得

者とはいえない状況となってきている。低所得者の負担減は当然としても社会保障としての国保制
度の再構築を国は行うべきである。

反対討論

写真はイメージです。

●質問･･･ 災害用トイレカーの排水処理として、くみ取りと直
接排水があるようだが、汲み取りの場合、何回使用
できるのか。

答弁･･･ 汚水タンクは１台当たり250Ｌで、100回から120
回程度を想定している。

●質問･･･ 花巻市と災害協定を結んでいる自治体は宮城県塩
釡市等があるが、例えば、災害用トイレカーの派遣
も視野に入れ、協定も入れ替えし新たに協定を結ぶ
考えはあるのか伺う。

答弁･･･ 災害時においては協定締結先はもちろんのこと、支
援要請のあった市町村へも派遣する。


